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２
０
１
４
年
９
月
30
日
、
９
月
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
事
業
委
員
会　

飯
田
編
集
長

・
８
月
20
日
と
９
月
24
日
に
編
集
委
員

会
を
開
催
し
た
。
12
月
号
特
集
「
メ
デ

ィ
ア
業
界
の
地
殻
変
動
」
で
川
上
量
生

さ
ん
、
船
越
雅
史
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
。「
頻
発
す
る
地
域
限
定
災
害
」

で
キ
ー
局
、
広
島
、
北
海
道
の
放
送
局

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
す
る
。
表
紙

は
赤
江
珠
緒
さ
ん
、
パ
ー
ソ
ン
は
菅
野

祐
悟
さ
ん
。
２
０
１
５
年
１
月
号
の
特

集
は
「
４
Ｋ
８
Ｋ
」。
表
紙
は
高
橋
克

典
さ
ん
、
パ
ー
ソ
ン
は
ビ
デ
オ
リ
サ
ー

チ
社
長
の
秋
山
創
一
さ
ん
。

・「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
の
電
子
化
に
つ
い

て
は
、
原
稿
の
依
頼
書
に
も
電
子
化
の

お
断
り
を
入
れ
る
よ
う
に
し
た
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

〈
テ
レ
ビ
委
員
会
〉  

丹
羽
委
員
長

・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
上
期
の
応
募
数
。

９
月
５
日
締
切
分
は
１
０
０
本
だ
っ
た
。

現
在
視
聴
作
業
中
。

・
９
月
１
日
に
８
月
度
の
月
評
会
を
開

催
し
て
「
か
た
り
べ
さ
ん
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル　

水
爆
実
験
60

年
目
の
真
実
」「
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
14　

歴
史
に
挑
む
高
校
生　

日
韓　

40
年
目
の
修
学
旅
行
」（
読
売
テ
レ
ビ
）

「
６
人
の
村
人
！
全
員
集
合
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）

の
４
本
を
選
ん
だ
。

〈
ラ
ジ
オ
委
員
会
〉  

橋
本
委
員
長

・
新
し
く
委
員
に
中
村
亮
平
さ
ん
に
加

わ
っ
て
も
ら
っ
た
。

・
８
月
26
日
と
９
月
18
日
に
定
例
会
を

開
催
し
た
。
８
月
は
Ｋ
ｉ
ｓ
ｓ　

Ｆ
Ｍ　

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
「
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
! !
」
と

エ
フ
エ
ム
大
阪
の
「
ｈ
ｕ
ｇ
＋
」
を
聴
取

し
た
。
９
月
は
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
「
テ

レ
フ
ォ
ン
人
生
相
談
」
と
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ

オ
の
「
ジ
ェ
ー
ン
・
ス
ー　

相
談
は
踊

る
」を
聴
取
し
た
。

・「
入
賞
作
品
を
聴
い
て
、
語
り
合
う

会
」
を
９
月
28
日
に
東
京
エ
フ
エ
ム
で

開
催
し
た
。
参
加
人
数
は
一
般
が
40
名
、

学
生
が
12
名
で
盛
況
だ
っ
た
。
聴
く
会

開
催
後
の
懇
親
会
も
学
生
が
多
数
参
加

し
て
ゲ
ス
ト
と
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

・
第
52
回
上
期
よ
り
生
ワ
イ
ド
部
門
Ⅰ
、

Ⅱ
を
生
ワ
イ
ド
部
門
に
統
一
し
た
。

〈
Ｃ
Ｍ
委
員
会
〉  

稗
田
委
員
長

・
８
月
27
日
と
９
月
29
日
に
定
例
会
を

開
催
し
た
。

・
９
月
に
入
っ
て
Ｊ
Ａ
Ａ
と
宣
伝
会
議

へ
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
の
告
知
を
兼
ね
て

訪
問
し
た
。
今
後
は
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

を
流
す
予
定
。

〈
報
道
活
動
委
員
会
〉  

鈴
木
委
員
長

・「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
受
賞
作
を
見
て
、

制
作
者
と
語
る
会
」
は
11
月
30
日
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
博
物
館
で
開
催
す
る
。
ゲ
ス

ト
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
札
幌
テ
レ
ビ
放
送
、
Ｂ

Ｓ
朝
日
の
制
作
者
の
予
定
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

川
喜
田
委
員
長

・
22
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。
次
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
力
を

4
ペ
ー
ジ
に
続
く
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第
52
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

上
期
各
部
門
受
付
中

︱
9
月
理
事
会
報
告
︱
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テ
ー
マ
に
企
画
、
人
選
し
て
い
る
。
10
月

中
に
は
固
め
た
い
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
８
月
４
日
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
。
今

後
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
展
開
す
る
。
特

別
投
票
に
変
わ
る
新
し
い
企
画
を
考
え
て

い
く
。
ヤ
フ
ー
と
の
協
力
関
係
も
進
め
て

い
く
が
、
他
社
と
も
交
渉
し
て
い
く
。

２
．
そ
の
他

①
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞　

バ
ー
ド
マ
ン
覚
書

合
意
の
報
告　

藤
田
専
務
理
事

９
月
12
日
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
松
永
真
さ
ん

と
覚
書
の
確
認
を
し
た
。

②
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞　

ト
ロ
フ
ィ
ー
レ
プ

リ
カ
の
件　

藤
田
専
務
理
事

・
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
レ
プ
リ
カ
の
詳
細
に
つ

い
て
討
議
。
大
き
さ
は
本
体
の
80
％
で
、

大
賞
は
金
、
優
秀
賞
は
銀
、
選
奨
は
黒
、

個
人
賞
他
は
赤
と
す
る
。
名
入
れ
に
つ
い

て
は
本
体
に
入
れ
ず
、
カ
ー
ド
を
添
え
る
。

カ
ー
ド
作
成
は
一
枚
２
万
円
か
か
る
の
で
、

も
う
少
し
費
用
を
抑
え
る
方
法
を
探
す
。

・
レ
プ
リ
カ
販
売
を
申
し
込
め
る
の
は
、

受
賞
関
係
者
の
み
と
す
る
。

③
入
会
・
退
会
の
件

〈
入
会
〉  

正
会
員
・
中
村
亮
平
さ
ん

〈
退
会
〉  

維
持
会
員
・
テ
レ
ビ
高
知

④
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞　

エ
ン
ト
リ
ー
電
子

化
計
画
に
つ
い
て　

中
島
事
務
局
長

・
放
送
文
化
基
金
賞
、
Ａ
Ｔ
Ｐ
賞
な
ど
を

調
査
。
当
初
エ
ン
ト
リ
ー
だ
け
の
電
子
化

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
が
、
そ
の
後
の
展
開
の

た
め
に
は
も
っ
と
し
っ
か
り
し
た
シ
ス
テ

ム
を
作
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
あ
る
程
度
の
経
費

が
必
要
と
な
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
討
議
。

藤
田
専
務
理
事
よ
り
来
年
度
に
予
算
を
計

上
し
て
シ
ス
テ
ム
を
ど
こ
ま
で
作
成
す
る

の
か
検
討
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

→
了
承
。

⑤
日
韓
中
テ
レ
ビ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

報
告　

鈴
木
理
事
、
藤
田
専
務
理
事

・
今
回
日
本
側
の
上
映
作
品
で
、
好
評
を

得
て
盛
り
上
が
っ
た
作
品
と
、
物
議
を
醸

し
た
作
品
が
あ
っ
た
。

・
共
催
の
件　

前
回
の
理
事
会
で
は
協
力

を
確
認
し
た
が
、
そ
の
後
、
共
催
の
形
と

な
っ
た
。

⑥「
ザ・ベ
ス
ト
テ
レ
ビ
２
０
１
４
」「
ザ・

ベ
ス
ト
ラ
ジ
オ
２
０
１
４
」
放
送
実
施
の

報
告　

中
島
事
務
局
長

「
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
レ
ビ
２
０
１
４
」
は
９

月
28
、
29
日
に
放
送
さ
れ
た
。「
ザ
・
ベ

ス
ト
ラ
ジ
オ
２
０
１
４
」
は
９
月
27
日
、

10
月
５
、
12
、
18
日
に
放
送
予
定
。

⑦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
京
Ｔ
Ｖ
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｔ
ｏ

ｋ
ｙ
ｏ　

Ｄ
ｏ
ｃ
ｓ
２
０
１
４
」後
援

中
島
事
務
局
長
よ
り
、
内
容
説
明
及
び
今

ま
で
の
経
過
説
明
。
→
了
承
。

◆
次
回
以
降
の
理
事
会

10
月
28
日（
火
）、
11
月
26
日（
水
）

12
月
17
日（
水
）

【
出
席
】
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
藤
田
真
文
、

川
喜
田
尚
、
飯
田
み
か
、
丹
羽
美
之
、
稗

田
政
憲
、
鈴
木
嘉
一
、
滝
野
俊
一
、
石
井

彰
、
茅
原
良
平
、
上
滝
徹
也
、
小
林
毅
、

嶋
田
親
一
、
中
島
好
登

会
議
記
録

［
8
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

4
日�

マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞

	

20
日�

出
版
編
集
委
員
会

	

25
日�

企
画
事
業
委
員
会

	

26
日�

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

	

27
日�

（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

［
9
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

1
日�

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

	

18
日�

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

	

22
日�

企
画
事
業
委
員
会

	

24
日�

出
版
編
集
委
員
会

	

29
日�

（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

	

30
日�

理
事
会
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　「
日
韓
中
テ
レ
ビ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
日
本
・

韓
国
・
中
国
の
テ
レ
ビ
番
組
制
作
者
・
研
究
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
を
鑑
賞
・
議
論
し
、
相
互
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

各
国
の
主
催
団
体
は
「
放
送
人
の
会
」「
韓
国
Ｐ
Ｄ
連

合
会
」「
中
国
電
子
芸
術
家
協
会
」
で
、
放
送
批
評
懇

談
会
は
共
催
の
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
開
催
場
所
は
各
国
の
持
ち
回
り
で
、
今
年
は
日
本
で

し
た
。
横
浜
港
を
臨
む
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
９
階

に
あ
る
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
の
眺
望
が
見
事
！
（
上
写
真
）

　
日
本
人
96
名
、
韓
国
人
40
名
、
中
国
人
25
名
が
参
加

し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
簡
単
に
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

魅
力
的
な
番
組
群
に
寄
せ
ら
れ
た

好
意
と
活
発
な
質
疑
応
答

　
３
か
国
か
ら
３
作
品
ず
つ
、
全
部
で
９
作
品
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
上
映
後
に
感
想
と
質
疑
応

答
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
作
品
に
も
活
発
な
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　
私
の
印
象
に
残
っ
た
番
組
に
つ
い
て
、
国
ご
と
に
簡

単
に
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
韓
国
。
ド
ラ
マ
「
星
か
ら
来
た
あ
な
た
」（
Ｓ

Ｂ
Ｓ
）
は
、
17
世
紀
と
今
を
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
で
し
た
。
中
国
の
参
加
者
が
「
中
国
で
も
大
人
気
」

と
語
っ
て
い
た
の
が
う
な
ず
け
る
、
ま
さ
に
第
２
回
を

見
た
く
な
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
し
た
。

　「
儀
軌
、
８
日
間
の
祝
祭
」（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
は
二
百
年
前

の
書
物
を
基
に
し
た
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。
緻
密
な
作
り
で
、
４
Ｋ
で
撮
っ
た
美
し
い
画
像

に
は
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
再
現
ド
ラ
マ
や
Ｃ
Ｇ
ア
ニ

メ
を
使
っ
た
手
法
は
私
の
好
き
な
「
タ
イ
ム
ス
ク
ー
プ

ハ
ン
タ
ー
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）や「
謎
解
き
！
江
戸
の
ス
ス
メ
」

（
Ｂ
Ｓ
―
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
を
彷
彿
と
さ
せ
、
私
の
好
き
な
韓

国
時
代
劇
で
知
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
入
っ
て
い
た
の
で
、

た
い
へ
ん
楽
し
め
ま
し
た
。

　
次
に
中
国
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
茶
、
一
葉
の
物

語
」
は
各
地
で
飲
ま
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
茶
の
文

化
を
オ
ム
ニ
バ
ス
で
美
し
く
綴
っ
て
い
ま
し
た
。
少
数

民
族
を
登
場
さ
せ
る
気
を
配
っ
た
作
り
で
、
画
面
も
美

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
仕
上
が
り
す
ぎ
と
い
う
か
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
呼
ぶ
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
ほ
ど

の
完
成
度
に
や
や
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。「
現
場
で

の
ア
ド
リ
ブ
が
な
い
。
あ
ら
か
じ
め
作
っ
た
シ
ナ
リ
オ

に
沿
っ
て
撮
影
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
質
問
し
た
韓

国
の
制
作
者
が
「
我
々
は
絵
の
上
に
言
葉
を
乗
せ
る
が
、

こ
の
作
品
は
言
葉
の
上
に
絵
を
乗
せ
た
よ
う
だ
」
と
評

し
た
の
が
言
い
え
て
妙
で
し
た
。

　「
漢
字
の
英
雄
」
は
ク
イ
ズ
形
式
で
７
〜
17
歳
の
子

ど
も
の
漢
字
の
知
識
を
は
か
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
。
簡
体
字

は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
同
じ
文
字
な
の
で
十
分

に
楽
し
め
ま
し
た
。
な
に
よ
り
司
会
者
と
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
（
学
者
）
の
コ
メ
ン
ト
が
当
意
即
妙
。
気
の
利
い

た
司
会
ぶ
り
に
て
っ
き
り
有
名
な
芸
人
だ
ろ
う
と
思
い

休
憩
時
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
音
楽

番
組
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
の
こ
と
。
驚
き
ま
し
た
。

　
日
本
か
ら
の
最
初
の
出
品
作
「
熱
中
コ
マ
大
戦
〜

全
国
町
工
場
奮
闘
記
〜
」（
東
海
テ
レ
ビ
）
は
、
中

国
、
韓
国
と
対
照
的
な
緩
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す

が
、
た
い
へ
ん
な
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
上
演
中
、
私

の
後
ろ
に
座
っ
て
い
た
韓
国
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
た
び

た
び
笑
い
声
が
聞
こ
え
、
番
組
が
追
い
か
け
て
い
た
会

社
が
勝
っ
た
場
面
で
は
拍
手
さ
え
起
き
ま
し
た
。
上
演

後
、「
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
に

面
白
か
っ
た
」（
中
国
の
方
）、「
日
本
ら
し
い
。
小
さ

な
も
の
か
ら
織
り
な
す
世
界
に
感
動
し
た
」（
韓
国
の

方
）
と
評
さ
れ
、
会
場
が
沸
き
ま
し
た
。

　「
最
終
章
を
奏
で
る
家
〜
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
か
あ
さ

ん
の
家
〜
」（
宮
崎
放
送
）
も
ま
た
、
３
か
国
に
共
通

す
る
高
齢
者
の
介
護
問
題
に
光
を
差
し
込
む
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
と
し
て
、
と
て
も
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

戦
争
の
表
現
に
求
め
ら
れ
る
繊
細
さ
と

そ
れ
で
も
感
じ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
意
義

　
思
い
が
け
ず
物
議
を
醸
し
た
の
が
、
最
後
に
上
映

さ
れ
た
「
基
町
ア
パ
ー
ト
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
）
で
し
た
。

被
爆
者
や
中
国
残
留
孤
児
が
多
く
暮
ら
す
集
合
住
宅
が

舞
台
の
、
お
じ
い
さ
ん
と
孫
の
交
流
を
描
い
た
心
温
ま

る
ド
ラ
マ
（
一
部
、
資
料
映
像
）
で
す
。
中
国
と
韓
国

の
方
々
か
ら
「
共
感
し
た
」「
敬
意
を
表
し
た
い
」
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
一
方
で
、「「
戦
争
が
『
起
き
た
』

と
言
っ
て
い
た
が
、『
起
こ
し
た
』
で
は
な
い
の
か
。

歴
史
認
識
が
浅
い
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
上

演
し
た
の
が
柳
条
湖
事
件
（
１
９
３
１
年
９
月
18
日
）

の
前
日
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
に
思
い
至
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
悔
や
む
日
本
人
の
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
主
催
者
同
士
が
話
し
合
い
、
翌
朝
（
最
終
日
）、
も

う
一
度
こ
の
件
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
中
国
側
と
韓
国
側

が
発
言
し
ま
し
た
。
的
を
射
た
苦
言
が
あ
る
一
方
で
、

前
日
の
司
会
者
の
発
言
を
誤
解
し
た
言
葉
も
あ
り
ま
し

た
が
、
怒
り
を
露
わ
に
し
て
い
る
発
言
者
に
「
そ
れ
は

誤
解
で
す
」
と
説
明
す
れ
ば
解
決
す
る
わ
け
で
も
な
さ

そ
う
な
雰
囲
気
に
、
問
題
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
中
国
側
か
ら
は
「
歴
史
を
扱
う
も
の
は
今
後
避
け
る

べ
き
だ
」
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
が
、「
上
映
に
は
意

味
が
あ
る
」「
深
刻
さ
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
問
題
」
と
発
言
し
た
韓
国
の
方
も
い
ま
し
た
。

　
14
年
前
、
初
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
日
韓
の
み
）
は
日

本
と
韓
国
の
間
に
浮
か
ぶ
フ
ェ
リ
ー
で
開
か
れ
、
そ
の

と
き
の
制
作
者
た
ち
は
「
個
人
」
と
し
て
の
参
加
を
重

視
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
残
念
な
が
ら
、

「
戦
争
」
な
ど
が
論
点
に
な
る
と
、
個
人
よ
り
も
「
日

本
側
」「
韓
国
側
」「
中
国
側
」
と
記
さ
ざ
る
を
得
な
い

よ
う
な
発
言
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
今
後
も
続
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
い
う
議
論
を
こ
の
先
も
重
ね
る

こ
と
、
そ
の
記
憶
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
の
先
に
、

目
指
す
相
互
理
解
は
き
っ
と
あ
る
と
も
思
え
ま
し
た
。

   レポート
「第 14 回 日韓中テレビ制作者フォーラム in 横浜」

	 日　時：９月 15 日（月・祝）～ 18 日（木）
 会　場：横浜シンポジアホール	 	 	 	 	 	 	 	 飯 田みか

初日の歓迎レセプションでは、（左上から）放送人の会・今野勉会長（フ

ォーラム組織委員長）、中国電子芸術家協会・范宗钗副秘書長、韓国 PD
連合会・朴健植会長、韓国放送文化振興会・金文煥理事長、放送人の会・

大山勝美特別顧問（フォーラム組織委員会顧問）のほか、横浜市の中山

こずゑ文化観光局長が挨拶。右下は、通訳係の学生たち。

３か国から絶賛の声が口々に挙がった「熱中コマ大戦」の上演後、壇

上に立った東海テレビ放送報道部の鈴木辰明担当部長（右）と阿武野

勝彦プロデューサーに賞賛と質問が相次いだ
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日
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ォ
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催
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。
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９
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）
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Ｓ
Ｆ
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２
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Ｂ
Ｓ
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テ
リ
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Ｋ
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Ｃ
Ｇ
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
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Ｓ
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Ｔ
Ｂ
Ｓ
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茶
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が
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。
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葉
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葉
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。
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イ
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簡
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司
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